
 

 

 

 

 

 

 気温が下がり、空気が乾燥するこの季節。感染症の流行が懸念される一方で、この季節だからこそ楽しめ

るものもたくさんあります。例えば、星空は空気が乾燥して透明度が上がる冬の方がきれいに見えます。温

かい食べ物も、寒い日に食べるとよりおいしく感じますよね。この冬も例年通り感染症予防に努めつつ、冬

ならではの楽しみをたくさん探してみてください。 

 

 

 

  

 いよいよ冬本番。今年はインフルエンザの流行入りが例年よりも早かったですが、 

まだまだ要注意です。この季節はかぜ・インフルエンザ以外にも、腹痛や下痢、嘔吐 

を引き起こす感染性胃腸炎の流行も増えてきます。 

 予防の基本となるのは「免疫力」。免疫力を上げるには、規則正しい生活が１番です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

一宮市立葉栗中学校 

令和７年１２月１日 

風邪の予防に努めよう 

クリスマスやお正月など、行

事が続く冬休みは、生活習慣も

乱れがちに。乱れた生活習慣の

まま３学期に突入しないよう、

冬休み後半は生活習慣を見直

し、生活リズムを整えて過ごせ

るとよいですね。 



  

 

 

 

 

 12月 15日（月）からの 1週間は「換気推進キャンペーン」です。教室では、 

毎日放課毎に十分な換気ができているでしょうか。普段なかなか換気できていない 

クラスも、この期間から換気を習慣にしていけるようクラス全員で意識して取り組めるとよいですね。 

 

 

 

 換気をすることは感染症予防の面でも大きなメリットがありますが、それだけではあ

りません。こまめな換気によって、空気中の二酸化炭素量を減らすことも大切です。 

 

学校では、毎年学校薬剤師さんに教室の空気検査をして

いただいています。昨年度の冬、放課の換気が不十分だった

教室で四隅の天窓と窓・ドアをしっかり開けて検査を行っ

たところ、計測直後は 1100ppm だった二酸化炭素量が

900ppmまで下がっていました。 

人は呼吸をして二酸化炭素を吐き出します。二酸化炭素

が増えると、あくびが出る、頭が痛くなる、気分が悪くなる

など、体の不調につながることもあります。すっきりとした

環境で授業に集中できるよう、放課になったらしっかりと

窓やドアを開け、５分以上の十分な換気を行い、教室の空気

を入れ替えて過ごしましょう。 

 

 

 

 

  

 

・赤い換気ラインは常に開ける（どうしても寒い場合は天窓だけでも） 

・放課の換気は、換気ラインではなく最大までドアや窓を開ける 


